
イナバ物置 組立説明書【48】

  このたびは、イナバ物置「ネクスタ・ウィズ」をお買い上げくださいまして誠にありがとうございました。
私たちは、この製品の開発にあたって「良いものを安く」をモットーに、苦心して作り上げました。

どうぞ末永くご愛用いただきますようお願い申し上げます。
なお、この製品の組み立て、ご使用にあたっての注意についてご説明いたしますので、かならずお読みください。

組立説明書の基礎・転倒防止工事（アンカー工事）については標準的施工方法とします。
組立説明書と異なる施工を行う場合は、予め当社にご相談ください。
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１．現地での物置側と開放側の組み替えはできません。
２．転倒防止工事を必ず行なってください。
３．強風時などの天候の悪い日の組み立ては避けてください。
４．３０ｋｇ以上の梱包や部材の運搬・組立は、２人以上で行ってください。
５．ヘルメット･手袋･長袖シャツなどの保護具や脚立等を使用し、安全確認の上作業してください。
６．組立中は部材の転倒防止のために、つっかい棒やロープ等でしっかり固定してください。
７．組立途中で放置しないでください。

●設置場所
１．崖の縁や屋上など、安全の確認の出来ない場所への設置は避けてください。
２．非常時の避難通路となるような場所には設置しないでください。
３．家からの雪が直接屋根に落ちてくる場所への設置は避けてください。
４．家の屋根からまとまった雨水が直接屋根や壁に落ちないように配慮してください。

●組み立て

組み立てにあたっての注意事項

寸法図
ＮＸＮ-４８Ｓ(Ｈ) ・ ３３ＣＳ(Ｈ)Ｋ/３３ＣＳ(Ｈ)Ｋ・ ４８Ｓ(Ｈ)
ＮＸＮ-４８Ｓ(Ｈ) ・ ４０ＣＳ(Ｈ)Ｋ/４０ＣＳ(Ｈ)Ｋ・ ４８Ｓ(Ｈ)
ＮＸＮ-４８Ｓ(Ｈ) ・ ４８Ｓ(Ｈ)Ｋ/４８Ｓ(Ｈ)Ｋ・ ４８Ｓ(Ｈ)

NXN-48S(H) ・ 40CS(H)K

NXN-40CS(H)K ・ 48S(H)
[  ]  内寸法は                                      の場合

NXN-48S(H) ・ 33CS(H)K

NXN-33CS(H)K ・ 48S(H)
〈 〉 内寸法は                                    の場合

写真は NXN-48HK ・ 48H
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組み立てにあたって、部品の共通性・互換性を持たせるために、取り付け穴が

余分にあけてあります。相手に穴のない所はボルト締めの必要はありません。

各取り付け穴は、組み立てを容易にするために余裕を持たせてあります。片寄

った締め方をすると、部品が入らなかったり穴が合わない場合がありますので、

この場合はネジをゆるめ調整してください。

地ならし、地固めを十分にしてコンクリートブロックを基礎図に従い、水準器を使って水平に設置します。

※基礎が水平に置かれていない場合には、戸当たりが悪くなったり、雨もり等の原因になることがあります。

※軟弱な地盤や寒冷地等は、地域の実情に合わせた基礎にしてください。

１.基礎施工

安全確保のため、転倒防止工事には十分注意してください。　

組立順序のご説明

※オールアンカーM10(市販品)が6本必要になります。

c寸法：135～175,190mmに対応

b
c

地盤がコンクリートの場合

b寸法：100～120mmに対応

※オールアンカーM10(市販品)が6本必要になります。

アンカー部詳細(下図は右側開放スペースの場合）
基礎詳細

地盤が土の場合

a寸法：100～150mmに対応
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450 300
250

134

134

134

▽G.L

▽G.L

▽G.L

物置側 開放側

物置側 開放側

物置側 開放側

柱前中 柱前右柱前左

柱前中 柱前右柱前左

柱前中 柱前右柱前左

C.B

右側開放スペース

標準仕様（後流れ） 前流れ仕様

例) ＮＸＮ-４８Ｓ・４０ＣＳＫ(標準)

４８Ｓ
４０ＣＳＫ

４８Ｓ
４０CＳＫ

左側開放スペース 

標準仕様（後流れ） 前流れ仕様

例) ＮＸＮ-４０ＣＳＫ・４８Ｓ(標準)

４０ＣＳＫ
４８Ｓ

４０ＣＳＫ
４８Ｓ

［単位：mm］
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右側開放スペースの基礎図 
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屋根の外寸

現場打コンクリート

組立後

現場打コンクリート

190

100×190×390 ＮＸＮ-４８Ｓ・４０ＣＳＫ（標準）

ＮＸＮ-４８Ｈ・４０ＣＨＫ（標準）

ＮＸＮ-４８Ｓ・４０ＣＳＫ-Ａ（前流れ）

ＮＸＮ-４８Ｈ・４０ＣＨＫ-Ａ（前流れ）

ＮＸＮ-４８Ｓ・４８ＳＫ（標準）

ＮＸＮ-４８Ｈ・４８ＨＫ（標準）

ＮＸＮ-４８Ｓ・４８ＳＫ-Ａ（前流れ）

ＮＸＮ-４８Ｈ・４８ＨＫ-Ａ（前流れ）
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100×190×390 ＮＸＮ-４８Ｓ・３３ＣＳＫ（標準）

ＮＸＮ-４８Ｈ・３３ＣＨＫ（標準）

ＮＸＮ-４８Ｓ・３３ＣＳＫ-Ａ（前流れ）

ＮＸＮ-４８Ｈ・３３ＣＨＫ-Ａ（前流れ）

C.B
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出
7
5

7
3
1

7
3
1 55

※a，b，cは屋根の出幅です。a=50，b=60（80），c=80（60）  （   ）内は前流れ仕様の場合の寸法

※壁面扉面のブロックは、75mm前に出してください。

［単位：mm］
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左側開放スペースの基礎図 
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組立後

現場打コンクリート
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C.B

C.B

ＮＸＮ-４０ＣＳＫ・４８Ｓ（標準）

ＮＸＮ-４０ＣＨＫ・４８Ｈ（標準）

ＮＸＮ-４０ＣＳＫ・４８Ｓ-Ａ（前流れ）

ＮＸＮ-４０ＣＨＫ・４８Ｈ-Ａ（前流れ）

ＮＸＮ-４８ＳＫ・４８Ｓ（標準）

ＮＸＮ-４８ＨＫ・４８Ｈ（標準）

ＮＸＮ-４８ＳＫ・４８Ｓ-Ａ（前流れ）

ＮＸＮ-４８ＨＫ・４８Ｈ-Ａ（前流れ）
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ＮＸＮ-３３ＣＳＫ・４８Ｓ（標準）

ＮＸＮ-３３ＣＨＫ・４８Ｈ（標準）

ＮＸＮ-３３ＣＳＫ・４８Ｓ-Ａ（前流れ）

ＮＸＮ-３３ＣＨＫ・４８Ｈ-Ａ（前流れ）
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※a，b，cは屋根の出幅です。a=50，b=60（80），c=80（60）  （   ）内は前流れ仕様の場合の寸法

※壁面扉面のブロックは、75mm前に出してください。

［単位：mm］

　



組立説明書では標準仕様（後流れ）の説明をしています。前流れの場合は柱後等の後部材が正面側になるように
組み立てください。（左右の部材は正面から見て逆側への取り付けになります。）

柱前左

柱後左

妻板左

正面側

妻板右

柱後右

柱前右

正面側

前流れ仕様の場合の注意点！

標準仕様 前流れ仕様(Aタイプ)

根太

3.根太取付

Ｍ６ボルト＝4本

4.床パネル取付

※ 床パネルにスキマができる場合は、ボルト
　　を緩めて矢印方向に土台枠を寄せて調整し
　　再度ボルトを締め直してください。

2.土台枠組
土台中に土台中カバーA・Bを取り付けます。次に土台前後と土台左右（開放側）を基礎の上に置き、土台前後
に土台左右（物置側）･土台中をボルトで取り付けます。
本文中では、48S（H）・48S（H）K型（右側開放）を例に説明します。

土台左右

（物置側）

土台左右

（開放側）

土台中土台前後

根太のベロを土台前後の角穴に入れ、ボルトで取り付
けます。（根太に前後はありません。）
土台の水平をもう1度確認してください。

床パネルをはめ込みます。

土台前後
(物置側)

土台中土台中

土台中
カバーB（A）

※丸角(      )穴が開いている方が屋外側
　 になるように配置してください。 土台左右

（開放側）

【屋外側】

【屋内側】

※

※

土台中カバーB

ツメがある方が上面

土台中カバーA

根太

土台後

土台中土台中カバーA(B)
土台左右
（開放側）

土台前後

土台左右
（物置側）

土台前後

土台中カバーB(A)

8



6.桁前後Ｍ(物置側)取付

Ｍ６ボルト＝4本

桁前Ｍ、桁後Ｍのベロを柱に引っかけボルトで取り付け
ます。
桁前後Ｍ（物置側）と桁前後Ｋ（開放側）は形状が異なります。
取付位置を間違えると、壁パネルの取り付けができなくなり
ます。

Ｍ６ボルト＝14本

5.柱･柱中カバー(物置側)取付
柱後左右、柱前左右、柱後中、柱前中を土台の角穴に
差し込み、ボルトで取り付けます。次に、柱中カバー
A・Ｂを土台の角穴に差し込み、ボルトで取り付けます。

Ａタイプの場合は部材名の部材を使用します。
※ イラストは標準仕様です。

上

下

柱前左右
柱後左右

物置側

柱前右（柱後左） 柱後右（柱前左）

開放側

物置側の柱と開放側の柱は 下 の形状が異なります。

柱後中

柱中
カバーA(B)

柱後中

柱後左右

(物置側)

柱前左右

上

下

上

下

柱前左右

(物置側)

柱後左右

柱後左右柱後左右

(物置側)(物置側)

(物置側)

柱前左右

柱後中柱後中

柱中カバーA（B)

柱中カバーB(A)

柱前中
柱前左右柱前左右

柱後中柱後中

柱後左右柱後左右

柱前中柱前中

※Aタイプの場合は正面側に短い柱を使用します。※Aタイプの場合は正面側に短い柱を使用します。

ベロ

桁後M
(物置側)

柱後左右

桁前M
(物置側)

ベロ

柱前左右

桁後M
(物置側)

桁前M
(物置側)

桁後M桁後M

桁前M桁前M

ガラリあり

ガラリなし

桁後M
(物置側)

桁後K
(開放側)

多雪地型の桁後K(開放側)は補強
が付いています。

桁前M
(物置側)

桁前K
(開放側)

穴あり

穴なし

9



10.梁中･妻板（開放側）取付・腰パネル取り外し

Ｍ６ボルト＝10本

梁中を柱前中と柱後中に渡し、内側からボルトで固定します。次に妻板右をボルトで取り付けます。最後に腰パネル
を取り外し、柱と土台右を内側からボルトで固定します。腰パネルは「12.腰パネル取付」で再度取り付けます。

8.腰パネル仮止め・柱(開放側)取付
間口の寸法出しと柱の倒れ防止のために、腰パネルの
ダルマ穴を柱後中に仮締めしてあるボルトへひっかけ
てから、仮締めしたボルトを締めます。次に柱後右を
土台に差し込み、腰パネルと固定します。最後に柱と
土台をボルトで固定します。柱前側も同様にして柱と
土台をボルトで固定します。

Ｍ６ボルト＝4本

7.妻板(物置側)取付

Ｍ６ボルト＝4本

妻板左のベロを柱前後に引っかけ、ボルトで取り付け
ます。
次に柱前中、柱後中の一番下のネジ穴にボルトを仮締
めします。

10
Ａタイプの場合は部材名の部材を使用します。

※ イラストは標準仕様です。

妻板左
妻板右

ベロ

柱後左右
柱前左右

妻板左 妻板右

桁前 桁後

ベロ

妻板左 妻板右

※仮締め

※仮締め

※仮締め
9.桁前後Ｋ(開放側)取付
「6.桁前後Ｍ(物置側)取付」と同じ要領で桁前K(開放側)
・桁後K(開放側)を取り付けます。

Ｍ６ボルト＝6本

下腰パネル

ダルマ穴

柱前左

(開放側)

下腰パネル下腰パネル

柱後右

上腰パネル

下腰パネル下腰パネル
柱後右

（開放側)

柱後右

（開放側)

柱前右

（開放側)

柱前左

柱後左

桁後K

（開放側)

桁前K

（開放側)

桁前K桁前K

桁後K桁後K

※Aタイプの場合は正面側に短い柱を使用します。※Aタイプの場合は正面側に短い柱を使用します。

梁中
妻板右 妻板左

取り外す

取り外す



左から3枚 右から2枚

支柱N

後
か

ら
5枚

棚支柱A

壁パネルL
※

前
か

ら
3
枚

後
か

ら
2
枚

後
か

ら
3
枚

前
か

ら
2
枚

支柱N

11.壁パネル取付
壁パネル６枚を下図のように内側から柱にボルトと
ネジ板で取り付けます。(ゆがみや倒れの防止になります｡)

下図の壁パネルの位置に別売のガラス窓等が付く場合
は、壁パネルの取付は不要です。

●壁パネル組合せ図

壁パネルの縦方向には、パッキン
付ネジ板を使ってください。

★注意

★★

★★

柱

パッキン付ネジ板

壁パネルの組立順が違いますと、棚板が付かない・雨もりがする等の原因となります。
     　部以外の壁パネルは、｢17.鼻隠し後取付｣で取り付けてください。
柱前中・後中と間仕切部の壁パネルはM6ボルトのみで固定します。（パッキン付ネジ板は使用しません。）

ネジ板B

棚支柱A

ネジ板B

※

※

支柱N

※ 部は
Sタイプは ２ヶ所
Hタイプは ３ヶ所

※間仕切部は後壁側に壁パネルＬを取り付けてください。
   （間違えると棚板の取り付けができなくなります。）

柱後中と壁パネルはM6ボルトのみで固定
（パッキン付ネジ板は使用しません）

柱前中と壁パネルはM6ボルトのみで固定
（パッキン付ネジ板は使用しません）

Ｍ６ボルト＝103（107）本
ネジ板＝51枚

★パッキン付ネジ板＝44（48）枚
ネジ板B＝3枚

（　）内はHの時の数
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14.母屋中取付
母屋中1本を妻板左右･梁中の母屋受けにはめ込み、ボ
ルトで取り付けます。残りの母屋中は｢15.屋根パネル
取付｣後セットすると安全かつ容易に組み立てられます。

12.腰パネル取付
下腰パネル、中腰パネル(Hタイプのみ)、上腰パネルの順にボルトとネジ板で取り付けます。腰パネルと柱はM6ボル
トで固定、腰パネル同士はM6ボルトとネジ板で固定します。
腰パネルは柱の外側面と段差のできないように取り付けます。

S H S H S H

33CK 40CK

M６ボルト

高さ

機種
(開放側)

11本 16本 11本 16本

3枚 6枚 3枚 6枚

48K

12本 18本

4枚 8枚ネジ板

13.カヌークリップとM6ボルト取付
開放側の柱のネジ穴にカヌークリップとM6ボルトを取
り付けます。次にM6ボルトを取り付けた部分にボルト
キャップを取り付けます。

Ｍ６ボルト＝4本
カヌークリップ＝6（8）個

ボルトキャップ＝4個
（　）内はHの時の数

柱の外側に
合わせて取り付け

上腰パネル
柱

下腰パネル下腰パネル

上腰パネル

中腰パネル
（Ｈタイプのみ)

Ｍ６ボルト＝16本

…カヌークリップ

…Ｍ６ボルト＋ボルトキャップ

カヌークリップボルトキャップ

上腰パネル

下腰パネル

中腰パネル
（Hタイプのみ)

M6ボルト＋ボルトキャップ
1か所

カヌークリップ

Ｓ：4個
Ｈ：5個

Ｓ：2個
Ｈ：3個

M6ボルト＋ボルトキャップ
3か所

カヌークリップ

※Ｈのみ

母屋中

妻板右

母屋中
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M６ボルト

48・33CK（33CK・48) 48・40CK（40CK・48) 48・48K(48K・48)機種

42本 44本

42枚 44枚

48本

48枚ネジ板

15.屋根パネル取付
屋根パネルを妻板左からつなぎ目をかみ合せてのせ、桁前後にボルトとネジ板で取り付けます。次に母屋中を
セットし、同じ要領で取り付けます。 

16.鼻隠し前取付
桁前のつなぎ目の角穴に鼻隠し前取付金具のベロを引っかけボルトで取り付けます。鼻隠し前左･鼻隠し前右
の順に屋根にかぶせボルトで取り付けます。

Ｍ６ボルト＝7本

標準仕様

小さい山に大きい山をかぶせる

山の大きい方

妻板左

屋根をかぶせる順番

※屋根パネルには前後が
   あります。穴のあいている
   方を水下側にしてください。

穴

水下側

水上側
屋根パネル

妻板左

屋根パネル(W580)

屋根パネル

屋根パネル

420 580 420

※間口1530mmの場合

妻板左

山の大きい方

小さい山に大きい山をかぶせる

屋根をかぶせる順番

屋根パネル

※屋根パネルには前後が
   あります。穴のあいている
   方を水下側にしてください。

水下側

水上側

穴

前流れ仕様(Aタイプ) ※間口1530mmの場合

420 580 420

屋根パネル(W580)

屋根パネル

屋根パネル

妻板左

妻板

鼻隠し前鼻隠し前

鼻隠し前左

鼻隠し前右

鼻隠し前右

鼻隠し前左鼻隠し前左
ベロ

角穴

標準仕様 前流れ仕様(Aタイプ)
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Ｍ６ボルト＝2本

屋根パッキン＝5個

棚支柱Ａ

棚支柱ＢＮ

棚支柱Ｃ

21.屋根パッキン取付（物置側）
ホコリの侵入を防ぐため、屋根パッキンを内側から桁後
と屋根パネルのつなぎ目に押し込みます。(物置側のみ)
妻板右・梁中の左側は、スキマが小さいので不要です。

20.壁面扉取付

棚支柱ＣをＡの上下の角穴に差し込みます。次に棚支
柱ＢNをＣとボルトで取り付けます。

桁後

屋根パネル

屋根パッキン屋根パッキン

19.棚板取付
棚板の梱包に入っている棚フックを棚支柱と壁パネル
に引っかけ、棚板を取り付けます。
棚フックは、棚板の４隅に取り付けてください。（棚フックは棚
板の梱包内に入っています。部品箱には入っていません。）

棚フック

棚板

（H高さは3段）

18.棚支柱取付

棚フック＝16（24)個
(　)内はHの時の数

壁面扉部分の組立説明書は、
 S高さは、梱包番号【H9-0480】
 H高さは、梱包番号【H9-1480】

内に入っています。

棚フックはツメの大きい方を
角穴に差し込んでください。 棚フック

棚フック

角穴

17.鼻隠し後取付
鼻隠し後右･鼻隠し後左の順に屋根にかぶせボルトで取
り付けます。次に壁パネルと支柱を「11.壁パネル取付」の
●壁パネル組合せ図に従って全て取り付けます。
※別売の雨といやガラス窓等は、ここで取り付けます。

Ｍ６ボルト＝6(6)本
Ｍ６×１８ボルト＝4(3)本
フランジ付ナット＝4(3)個

ボルトキャップ＝4(3)個
(  )内は 48・33CK または 33CK・48 の場合

妻板右

鼻隠し後鼻隠し後

鼻隠し後左

鼻隠し後右鼻隠し後右

壁パネル

屋根後部と鼻隠し後を
上図のように固定します
屋根後部と鼻隠し後を
上図のように固定します

フランジ付ナット

M6×18ボルト

ボルトキャップ

※ 28CK の場合は
    1 箇所のみ
※ 33CK の場合は
    1 箇所のみ

鼻隠し後右

鼻隠し後左

壁パネル

屋根後部と鼻隠し後を
上図のように固定します
屋根後部と鼻隠し後を
上図のように固定します

フランジ付ナット

M6×18ボルト

ボルトキャップ

鼻隠し後鼻隠し後

妻板左

※ 28CK の場合は
    1 箇所のみ
※ 33CK の場合は
    1 箇所のみ

標準仕様

前流れ仕様(Aタイプ)
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23.完成
外に出ているボルトにボルトキャップを取り付けます。次に部品箱内の型式シールを所定の位置に貼り付けて
ください。保管ケースは、壁パネル内側の高さ140cmくらいの位置に貼り付けてください。

ボルトキャップ

保管ケースには保証書･取扱説明書･組立説明書を入れて保管してください。

※壁面扉の開口部等、土台に角穴が
　 見える場合は、土台支柱穴ブッシュ
 　を取り付けてください。

土台支柱穴ブッシュ

土台

アンカープレートＨB

アンカープレートＨA

アンカープレートＥＢ

アンカープレートＥＡ

アンカープレートWB右(左)

アンカープレートWA右(左)

アンカープレートE

アンカープレートW右(左)

アンカー
プレートH

アンカープレートW左(右)

※1ヶ所にセメント5kg,
   砂9l,砂利12l以上が
   必要です。

柱前後左右(物置側)

※1ヶ所にセメント19kg,
   砂35l,砂利46l以上が
   必要です。

柱前後中

※1ヶ所にセメント9kg,
   砂16l,砂利21l以上が
   必要です。

柱前後左右(開放側)

●地盤がコンクリートの場合

■基礎高135～175､190mmの場合
　(※EA､EBの組替えで長さを調節してください｡)

アンカー
プレートＥB

オール
アンカー

アンカー
プレートＥA

■基礎高100～120mmの場合
　 (EAのみを使います｡)

アンカー
プレートＥA

オール
アンカー

柱下に角穴（基礎図参照）を掘り、物置側の柱にアンカープレートEA・EB、柱中にアンカープレートHA・
HB、開放側の柱にアンカープレートWA・WBを取り付け、コンクリートを打ち込みます。

物置側の柱にアンカープレートEA・EB、柱中にアンカープレート
HA・HB、開放側の柱にアンカープレートWA・WBを取り付け、
Ｍ10オールアンカー（市販品）で固定します。
（アンカープレートの組み合わせ方は前ページを参照）

22.アンカー取付
アンカープレートを地盤や基礎高に合わせて組み合わせます。

アンカー
プレートWB右(左)

アンカー
プレートWA右(左)

M6×8ボルト

●地盤が土の場合（埋め込み工事)

アンカー
プレートEA

アンカープレートEB

M6×8ボルト

【アンカープレートHA・HBも同様】

基礎高
100～120㎜

基礎高
100～120㎜

基礎高
135～155㎜

170㎜

基礎高
135～175㎜と190㎜

基礎高
155～175㎜

190㎜

M6×8
ボルト

【アンカープレートHA・HBも同様】

ア
ン
カ
ー
プ
レ
ー
ト
Ｗ

ア
ン
カ
ー
プ
レ
ー
ト
Ｅ
・
Ｈ

※土台支柱穴ブッシュ

アンカープレートの種類

EB

EA HA

WB右(左)

WA右(左)

HB

E H W右(左)
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